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クラウド発展会計 × exaflow連携の概要概要

本マニュアルは、日本ビズアップ株式会社が提供する会計システム「クラウド発展会計」と、株
式会社SPPSが提供する記帳支援クラウド「exaflow」のAPI連携機能についての操作手順書です。

本連携を利用することで、以下のデータがボタン操作のみで相互に連携され、CSVの入出力や画
像の再アップロード作業が不要になります。

連携の方向 対象データ メリット

クラウド発展会計 → exaflow 各種マスタ
（顧問先、勘定科目、部門等）

exaflow側での初期設定・マスタ
登録の手間を削減

exaflow → クラウド発展会計 仕訳データ、帳票画像データ 仕訳と証憑画像が紐付いた状態
で自動取込が可能
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事前準備・前提条件STEP1
本機能を利用するためには、以下の環境およびアカウントが必要です。
・クラウド発展会計のアカウントおよび利用契約

https://www.bizup.co.jp/cloud_k/

・exaflowのアカウントおよび利用契約
https://service.my-exaflow.com/

https://www.bizup.co.jp/cloud_k/

こちらからお問い合わせください

https://service.my-exaflow.com/

こちらからお問い合わせください

https://www.bizup.co.jp/cloud_k/
https://service.my-exaflow.com/
https://service.my-exaflow.com/
https://service.my-exaflow.com/
https://www.bizup.co.jp/cloud_k/
https://www.bizup.co.jp/cloud_k/
https://service.my-exaflow.com/
https://service.my-exaflow.com/
https://service.my-exaflow.com/


3

exaflow連携認証STEP2
・exaflow申し込みユーザー登録および認証
クラウド発展会計の「各種設定」画面の「exaflow認証設定」より、 exaflow申し込みユーザー
のIDとパスワードを入力してください。
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exaflow連携設定STEP3
・exaflow連携（同期）を設定
クラウド発展会計の「企業登録」画面より「exaflow連携」オプションのチェックをONにして
登録してください。
※登録が完了すると、クラウド発展会計とexaflowが連携（同期）されます
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exaflow連携マスタ登録STEP4
・exaflowに連携するマスタデータを登録
クラウド発展会計の「オプション２（F10）」画面より「exaflow連携マスタ登録」画面を
表示し、exaflowに連携する科目・補助科目・部門を選択して登録してください。
※登録が完了すると、exaflow側に顧問先や勘定科目、部門の設定が反映されます
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exaflowでの記帳業務（スキャン・仕訳化）STEP5
・exaflowでの記帳業務
（ここは通常のexaflow利用フローとなります）
１．領収書・請求書等をスキャンセンターに郵送し、スキャンセンターでスキャン・仕訳化
２．exaflow上で仕訳データの確認・編集を行い、データを確定してください。

仕訳データ作成画面仕訳データ確認・編集画面

仕訳データの確認・編
集を行いデータを確定

「作業日」は、
exaflow仕訳取込の
「作成日」に同じ
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exaflow仕訳データ取込STEP6
・クラウド発展会計への仕訳・画像データ取込

exaflowで作成した仕訳データをクラウド発展会計に取り込みます。
クラウド発展会計の「オプション２（F10）」画面より「exaflow仕訳取込」画面を表示し、
作成日を範囲指定してから「取込実行」してください。

exaflowの仕訳データ
作成画面の「作業日」
より日付を確認する
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exaflow仕訳データ取込確認STEP7
・クラウド発展会計での仕訳・画像データ取込確認
総勘定元帳画面より、仕訳データの反映、および証憑画像が閲覧できるかを確認してください。

「添付証憑表示」
をクリックすると
証憑画像を表示
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よくある質問質問

Ｑ．「exaflow連携マスタ登録」ボタンが表示されません。

Ａ．以下の手順でアクセス権限の設定状況をご確認ください。

(1) 設定メニューより「アクセス権限設定」を開きます。
(2) 一覧から「F10 オプション機能2」を探します。
(3) 設定値が「不可」になっていないか確認してください。

※「不可」の場合は、適切な権限に変更することでボタンが表示されます。

Ｑ．exaflow連携した仕訳データを絞り込みしたい。

Ａ．「総勘定元帳」または「仕訳日記帳」の検索機能にて、「入力元画面」を指定することで
絞り込みが可能です。

【総勘定元帳の場合】
(1) 「詳細検索条件」画面を開きます。
(2) 「入力元画面」にチェックを入れます。
(3) リストから「exaflow仕訳取込」を選択し、「F5 OK」を押下します。

【仕訳日記帳の場合】
(1) 「詳細/置換機能」ボタンを押下し、「詳細検索条件」画面を開きます。
(2) 総勘定元帳と同様に、「入力元画面」で「exaflow仕訳取込」を選択して検索します。
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